
○糸島市はり、きゅう費の支給事業実施規程 

平成22年１月１日 

告示第26号 

改正 平成24年３月30日告示第70号 

平成26年３月28日告示第58号 

令和３年３月19日告示第51号 

（目的） 

第１条 この告示は、市内に住所を有し、住民基本台帳に記載された者（以下「対象者」

という。）に対し、はり、きゅうの施術に要する費用の一部（以下「はり、きゅう費」

という。）を支給することにより、市民の健康管理を図ることを目的とする。 

（平24告示70・一部改正） 

（申請の手続） 

第２条 対象者がはり、きゅう費の支給を受けようとする場合は、糸島市はり、きゅう施

術証交付申請書（様式第１号）を市長に提出し、糸島市はり、きゅう施術証（様式第２

号。以下「施術証」という。）の交付を受けるものとする。 

（平24告示70・令３告示51・一部改正） 

（対象とならない施術） 

第３条 市長は、はり、きゅうの施術を受けた者（以下「被施術者」という。）がその施

術に対し医療保険各法の規定による医療に関する給付を受けた場合は、はり、きゅう費

を支給せず、又は既に支給したはり、きゅう費を返還させることができる。 

２ 前項の「医療保険各法」とは、次に掲げる法律をいう。 

(1) 健康保険法（大正11年法律第70号） 

(2) 船員保険法（昭和14年法律第73号） 

(3) 私立学校教職員共済法（昭和28年法律第245号） 

(4) 国家公務員共済組合法（昭和33年法律第128号） 

(5) 国民健康保険法（昭和33年法律第192号） 

(6) 地方公務員等共済組合法（昭和37年法律第152号） 

(7) 高齢者の医療の確保に関する法律（昭和57年法律第80号） 

（平24告示70・追加） 

（損害賠償との調整） 

第４条 市長は、被施術者がその施術を受けた疾病又は負傷に関し損害賠償を受けたとき

は、はり、きゅう費を支給せず、又は既に支給したはり、きゅう費を返還させることが

できる。 

（平24告示70・追加） 

（支給額等） 

第５条 はり、きゅう費の支給対象となる施術を受けたときは、被施術者１人につき１日



１回、１月（月の計算は暦月による。）５回を限度として、１回（はり術及びきゅう術

を同時に受けた場合も１回とする。）につき500円をはり、きゅう費として支給する。 

２ 前項の規定にかかわらず、はり、きゅうの施術に要する費用が１回につき3,000円に満

たない場合は、はり、きゅう費を支給しない。 

（平24告示70・旧第３条繰下・一部改正、平26告示58・一部改正） 

（はり、きゅう費の支給） 

第６条 前条に規定するはり、きゅう費は、被施術者に対して支給する。ただし、被施術

者がはり、きゅう費の請求及び受領について施術を行う者（以下「施術者」という。）

に対して委任した場合は、当該施術者に支払うものとする。 

２ 前項ただし書の規定によりはり、きゅう費の支払を受けようとする施術者は、糸島市

はり、きゅう費支給申請書（様式第３号）及び第15条第３項に規定する糸島市はり、き

ゅう費請求明細書を施術を行った日の属する月の翌月16日までに市長に提出しなければ

ならない。 

３ 前項の申請書には、施術の都度必要な事項を記載した施術明細書及び被施術者の委任

状を添付しなければならない。 

（平24告示70・旧第４条繰下・一部改正） 

（施術者の指定） 

第７条 施術者は、次に掲げる要件を備える者のうちから市長が指定する。 

(1) あん摩マツサージ指圧師、はり師、きゆう師等に関する法律（昭和22年法律第217

号。以下「法」という。）第１条の規定によるはり師免許又はきゅう師免許を受けた

者 

(2) 糸島市内及び唐津市のうち市長が別に定める区域内に施術所を有し、法第９条の２

第１項の規定による届出を行った者 

２ 前項の指定を受けようとする者は、糸島市はり、きゅう施術者指定申請書（様式第４

号）に同項第１号の免許証の写しを添えて市長に提出しなければならない。 

３ 第１項の規定による指定は、糸島市はり、きゅう施術者指定書（様式第５号。以下「指

定書」という。）を交付して行う。 

４ 施術者は、第２項の申請書に記載した事項に変更があったときは、速やかにその旨を

市長に届け出なければならない。 

（平24告示70・旧第５条繰下・一部改正） 

（指定書の提示） 

第８条 施術者は、施術所の見やすい所に前条第３項の規定により交付された指定書を常

時掲示しておかなければならない。 

（平24告示70・旧第６条繰下・一部改正） 

（施術録等の備付け等） 

第９条 施術者は、対象者に対し施術を行ったときは、遅滞なくはり、きゅう施術録（様



式第６号）又は施術者が記録する文書（以下「施術録等」という。）に当該施術に関し

必要な事項を記載するとともに、当該施術録等を５年間保存しておかなければならない。 

（平24告示70・旧第７条繰下、平26告示58・一部改正） 

（施術録等の提示等） 

第10条 市長は、はり、きゅう費の支給に関し必要があると認めるときは、施術者に対し

その施術に関する報告を求め、前条の施術録等その他の文書の提出若しくは提示を命じ、

又は当該職員に質問させることができる。 

２ 前項の規定による調査質問を行う場合において、当該職員は糸島市はり、きゅう検査

証（様式第７号）を携帯し、かつ、関係人の請求があるときはこれを提示しなければな

らない。 

（平24告示70・旧第８条繰下、平26告示58・一部改正） 

（施術者の義務） 

第11条 施術者は、この告示を遵守し、被施術者に対し必要な事項を懇切に説明し速やか

に治癒するように努めなければならない。 

（平24告示70・旧第９条繰下） 

（施術者の辞退） 

第12条 施術者が指定を辞退しようとするときは、１月以上の予告期間を設け辞退の期日

を記載した書面をもって市長に届け出て、辞退の期日以後直ちに指定書を市長に返還し

なければならない。 

（平24告示70・旧第10条繰下・一部改正） 

（指定の取消し） 

第13条 市長は、施術者が次の各号のいずれかに該当する場合は、施術者の指定を取り消

すことができる。 

(1) 第７条第１項各号に掲げる要件を欠くに至ったとき。 

(2) 故意に不当な料金の請求をしたとき。 

(3) この告示の規定に違反したとき。 

(4) その他市長が施術者として不適格と認めたとき。 

２ 前項の規定により施術者の指定を取り消された者は、直ちに、指定書を市長に返還し

なければならない。 

（平24告示70・旧第11条繰下・一部改正） 

（施術の範囲） 

第14条 施術の範囲は、次に掲げる末梢神経疾患又は運動器疾患に係るはり術及びきゅう

術とする。ただし、医師が診療中の疾患に係るものを除く。 

(1) 神経痛 

(2) 神経まひ・けいれん 

(3) 頚腕症候群 



(4) リウマチ 

(5) 関節痛 

(6) 筋肉痛 

(7) 腰痛症 

(8) 中枢疾患後遺症 

(9) 頚椎捻挫後遺症 

(10) その他市長が必要と認めるもの 

（平24告示70・旧第12条繰下、平26告示58・一部改正） 

（対象者の確認） 

第15条 対象者は、施術を受けようとするときは、施術者に施術証を提示しなければなら

ない。 

２ 施術者は、施術を行う場合には対象者について資格があることを確認するとともに、

施術を行ったことを証するため施術証の該当月の欄に施術日を記載しなければならない。 

３ 施術者は、施術を行った場合には、糸島市はり、きゅう費請求明細書（様式第８号）

に必要事項を記載し、被施術者の請求があったときは被施術者に交付又は提示しなけれ

ばならない。 

（平24告示70・旧第13条繰下、令３告示51・一部改正） 

（不正利得の返還） 

第16条 市長は、偽りその他不正の手段によりはり、きゅう費の支給を受けた者があると

きは、その者からその支給を受けた額に相当する額を返還させなければならない。 

（平24告示70・旧第14条繰下） 

（施術証の有効期限） 

第17条 施術証の有効期限は、毎年３月31日とし４月１日に更新する。 

（平24告示70・旧第15条繰下） 

（補則） 

第18条 この告示に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

（平24告示70・旧第16条繰下） 

附 則 

（施行期日） 

１ この告示は、平成22年１月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この告示の施行の日の前日までに、合併前の前原市はり、きゅう費の支給に関する条

例（昭和49年前原市条例第17号）、二丈町はり、きゅう費の支給に関する規則（昭和51

年二丈町規則第７号）、志摩町はり、きゅう費の支給に関する条例（昭和49年志摩町条

例第８号）又は志摩町はり、きゅう費の支給に関する条例施行規則（昭和49年志摩町規

則第５号）の規定によりされた手続その他の行為は、それぞれこの告示の相当規定によ



りされたものとみなす。 

附 則（平成24年３月30日告示第70号） 

（施行期日） 

１ この告示は、平成24年４月１日から施行する。ただし、第１条の改正規定（「及び外

国人登録原票」を削る部分に限る。）は、同年７月９日から施行する。 

（経過措置） 

２ この告示による改正後の糸島市はり、きゅう費の支給事業実施規程の規定は、平成24

年４月１日以後の施術に係るはり、きゅう費の支給について適用し、同日前の施術に係

るはり、きゅう費の支給については、なお従前の例による。 

附 則（平成26年３月28日告示第58号） 

（施行期日） 

１ この告示は、平成26年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この告示による改正後の糸島市はり、きゅう費の支給事業実施規程の規定は、平成26

年４月１日以後の施術に係るはり、きゅう費の支給について適用し、同日前の施術に係

るはり、きゅう費の支給については、なお従前の例による。 

附 則（令和３年３月19日告示第51号） 

（施行期日） 

１ この告示は、令和３年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この告示による改正後の糸島市はり、きゅう費の支給事業実施規程の規定は、令和３

年４月１日以後の施術に係るはり、きゅう費の支給について適用し、同日前の施術に係

るはり、きゅう費の支給については、なお従前の例による。 



 



 



 



 



 



 



 



 



様式第１号（第２条関係） 

（令３告示51・全改） 

様式第２号（第２条関係） 

（令３告示51・全改） 

様式第３号（第６条関係） 

（令３告示51・全改） 

様式第４号（第７条関係） 

（平24告示70・令３告示51・一部改正） 

様式第５号（第７条関係） 

（平24告示70・一部改正） 

様式第６号（第９条関係） 

（平26告示58・全改） 

様式第７号（第10条関係） 

（平24告示70・平26告示58・一部改正） 

様式第８号（第15条関係） 

（令３告示51・全改） 

 


